
吉田町 　

児玉 ことは（こだま　ことは・女）

矢田 　　紬（やだ　つむぎ・女）

德丸　 將生（とくまる　しょうき・男）

稲毛　 尊也（いなげ　とおや・男）

唐口　 　怜（からくち　れい・女）

吉鷹　　 律（よしたか　りつ・男）

甲田町 　

三吉　 奏羽（みよし　そう・男）

山縣　 由誠（やまがた　ゆうせい・男）

向原町 　

下川　 璃絃（しもかわ　りつ・男）

敬称略

吉田町

[ 吉 田 ] 佐々田 光子（95歳）

[ 吉 田 ] 上野　 照子（87歳）

[ 吉 田 ] 石堂　 君江（96歳）

[ 中 馬 ] 新川　 君子（86歳）

[ 中 馬 ] 山本 テルコ（82歳）

[ 中 馬 ] 清水　 　勉（75歳）

[ 小 山 ] 坂田 フジヱ（98歳）

[ 小 山 ] 玉岡 登奈美（73歳）

[ 竹 原 ] 新家　 　昭（85歳）

[ 竹 原 ] 沖土居 利丸（90歳）

[下入江] 上岡　 利夫（90歳）

[ 桂 ] 今谷　 信子（91歳）

[ 高 野 ] 中村　 幸子（84歳）

[ 山 手 ] 中口　 　武（82歳）

[ 山 部 ] 河内 チヱコ（98歳）

[上入江] 大瀬音 三郎（78歳）

[ 常 友 ] 峠 　　正法（80歳）

[多治比] 秋田　 幸（91歳）

八千代町

[ 下 根 ] 中尾 ユキミ（99歳）

[ 下 根 ] 清  智紗子（81歳）

[ 下 根 ] 長畠　 親守（73歳）

[ 下 根 ] 河野 ナミヱ（100歳）

[佐々井] 谷口　 　勉（55歳）

[ 上 根 ] 多田　　 潔（64歳）

美土里町

[ 本 郷 ] 後藤　 　薫（80歳）

[ 本 郷 ] 上野　 忠雄（91歳）

[ 本 郷 ] 津田　 村夫（94歳）

[ 本 郷 ] 二井　 雄（84歳）

[ 北 ] 畠田 フミ子（96歳）

[ 北 ]  田 ミツヱ（95歳）

[ 横 田 ] 増田　 　勇（89歳）

[ 生 田 ] 米田 八重子（89歳）

高宮町

[ 川 根 ] 上田 ノブコ（97歳）

[ 川 根 ] 藤澤　 春義（84歳）

[ 原 田 ] 山根 ミヤ子（95歳）

[佐々部] 武部 ミサコ（96歳）

甲田町

[上小原] 石矢 マサエ（96歳）

[上小原] 久保 キミヨ（99歳）

[ 深 瀬 ] 日野 　 江（95歳）

[ 深 瀬 ] 上里 紀美枝（100歳）

[下小原] 下小城 トシ（106歳）

向原町

[ 坂 ] 増川　 秋義（87歳）

[ 坂 ] 生田　 壽子（94歳）

[ 坂 ] 坂田 登志江（80歳）

[ 坂 ] 望月　 千鳥（87歳）

[ 坂 ]  宗 ヨシコ（83歳）

[ 戸 島 ] 日南　 憲忠（87歳）

敬称略
※このおよろこびとおくやみは届出時に掲載を希望された方のみです。市外で届けられた方や掲載の確認が取れて

いない方の名前の掲載を希望される場合は、総務課秘書広報室 ☎・お太助フォン42-5627までご連絡ください。

安芸高田市教育委員会
文化財係専門員
秋本 哲治

龍蔵寺跡
《八千代町下根・佐々井・勝田、
広島市安佐北区白木町志路》

り ゅ う ぞ う じ

シリーズ｢お城拝見！｣第85回

周辺位置図（国土地理院地図に加筆）

龍蔵寺跡略測図（作図 秋本哲治）

龍蔵寺跡の遠望
（南東の志路側から撮影）
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あ
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史
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２
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９
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史
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あ
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あ
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が
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接
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史
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あ

り
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す
。

・標高・・・・・・・
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、Ⅰ
や
Ⅱ
を
中
心
に
大
小
20

か
所
以
上
の
平
坦
地
が
作
ら
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
丁
寧
に
整
地
さ
れ
て
い
ま
す
。

削
ら
れ
た
斜
面
は
鋭
く
山
城
の
よ
う
で
す

が
、山
城
で
は
中
心
と
な
る
は
ず
の
山
頂

部
の
尾
根
筋
は
全
く
加
工
さ
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れ
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が
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踏
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範
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介
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の
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」

境
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残
る
遺
構

（
上
）「
石
組
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池
跡
」（
下
）「
五
輪
塔
の
断
片
」

人口 令和2年
2月1日現在

人口総数
世帯数
男
女

28,453
13,534
13,746
14,707

（-306）

（+18）

（-160）

（-146）

前年比

月間有効求職者数

月間有効求人数

月間有効求人倍率

395 人

680 人

1.72 倍

お仕事のご相談・求人募集はハローワークを
ご利用ください　☎42-0605　　42-0224

ハローワーク安芸高田

求人求職状況（12月分）

災害件数 令和2年
1月分

令和2年累計

前年同月

毎月1日と15日は「防災デー」

火災 救急 救助
1件
（1）

2件

136件
（136）

138件

2件
（2）

3件

交通事故（年間累計）

管内交通事故の特徴

負傷者死者件数
人身事故

令和2年
1月末現在速報値

※（）内は前年同期の増減数

追突事故 右直事故

42人（-28）1人（-3）32件（-18）

1件 1件

納　税

■国民健康保険税　第8期
■後期高齢者医療保険料　第9期
　納期限：3月31日（火）

月

月 休日・夜間の救急医療

■高田地区休日夜間救急診療所
　吉田総合病院（吉田町）

17：00～翌 8：30
8：30～翌 8：30

〈平　日〉
〈日・祝日〉

【内科・外科】 ☎42-0636

※都合により変更になる場合があります。
　出かける前に医療機関へお問い合わせください。
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